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ス
ポ
ー
ツ
庁
が
先
ご
ろ
公

表
し
た
２
０
２
３
年
度
「
体

力
・
運
動
能
力
調
査
」
の
結

果
に
よ
る
と
、
全
体
的
に
記

録
は
男
子
が
女
子
を
上
回
っ

た
ま
ま
成
長
し
、
女
子
が
中

学
生
年
代
で
ピ
ー
ク
レ
ベ
ル

に
達
す
る
の
に
対
し
て
男
子

で
は
高
校
生
年
代
で
ピ
ー
ク

レ
ベ
ル
に
達
す
る
。
握
力
の

み
、
男
女
と
も
に
青
少
年
期

以
後
も
増
加
し
３０
〜
４０
歳
代

で
ピ
ー
ク
レ
ベ
ル
に
達
す

る
。
男
女
と
も
に
記
録
は
ピ

ー
ク
以
後
加
齢
に
伴
い
直
線

的
に
低
下
し
て
い
く
が
、
低

下
の
程
度
は
テ
ス
ト
項
目
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。

小
中
高
校
生
は
２３
年
５
〜

７
月
、
大
学
生
・
成
人
〜
高

齢
者
（
６５
〜
７９
歳
）
は
１０
月

ま
で
の
調
査
実
施
期
間
で
約

６
万
サ
ン
プ
ル
が
対
象
。
ス

ポ
ー
ツ
に
関
す
る
行
政
・
指

導
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め

毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
。
青

少
年
（
６
〜
１９
歳
）
に
つ
い

て
年
次
推
移
か
ら
み
ら
れ
る

傾
向
は
次
の
通
り
。

新
体
力
テ
ス
ト
が
施
行
さ

れ
た
１
９
９
８
年
頃
と
２
０

２
３
年
度
を
比
較
す
る
と
、

男
女
と
も
に
上
体
起
こ
し
、

長
座
体
前
屈
、
反
復
横
と

び
、
２０
㍍
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
、

５０
㍍
走
が
ほ
と
ん
ど
の
年
代

で
２３
年
度
の
方
が
高
く
、
握

力
と
ボ
ー
ル
投
げ
は
い
ず
れ

の
年
代
で
も
２３
年
度
の
方
が

低
か
っ
た
。
合
計
点
は
、
男

女
と
も
い
ず
れ
の
年
代
で
も

２３
年
度
の
方
が
高
か
っ
た
。

最
近
１０
年
間
で
は
、
過
半

数
の
年
代
で
向
上
傾
向
が
み

ら
れ
た
の
は
、
男
子
の
長
座

体
前
屈
の
み
。
低
下
傾
向
を

示
し
た
の
は
、
男
子
で
は
上

体
起
こ
し
、
２０
㍍
シ
ャ
ト
ル

ラ
ン
、
持
久
走
、
ボ
ー
ル
投

げ
で
あ
り
、
女
子
で
は
２０
㍍

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
の
み
だ
っ

た
。
合
計
点
は
、
男
子
の
み

過
半
数
の
年
代
で
低
下
傾
向

を
示
し
て
い
る
。

公
立
小
中
学
校
の
普
通
教

室
数
は
３８
万
４
９
８
３
室
で

冷
房
設
置
数
は
３８
万
１
４
１

３
室
、
設
置
率
は
９９
・
１

％
。
前
回
調
査
（
２
０
２
２

年
）
で
は
９５
・
７
％
だ
っ
た

と
こ
ろ
か
ら
３
・
４
㌽
増
加

し
た
。
特
別
教
室
は
３５
万
８

０
２
４
室
の
う
ち
２３
万
９
６

７
９
室
に
設
備
さ
れ
設
置
率

６６
・
９
％
だ
っ
た
。
体
育
館

は
３
万
２
６
１
６
室
で
設
置

は
６
１
５
０
室
（
協
定
で
確

保
９
４
７
２
室
）、設
置
率
は

１８
・
９
％
（
２９
・
０
％
）
。

前
回
か
ら
は
７
・
０
㌽
（
７

・
０
㌽
）
増
加
だ
っ
た
。

都
道
府
県
別
の
設
置
状
況

を
み
る
と
、
普
通
教
室
は
３２

都
府
県
が
１
０
０
％
だ
っ
た

一
方
、
平
均
気
温
が
比
較
的

低
い
北
海
道
・
東
北
、関
東
・

甲
信
越
等
の
内
陸
県
が
届
か

ず
、
西
日
本
の
多
く
の
県
は

１
０
０
％
に
達
し
て
い
た
。

小
中
学
校
の
体
育
館
の
冷

房
設
置
率
は
、
全
国
平
均
が

１８
・
９
％
で
２
割
足
ら
ず
だ

が
、
都
道
府
県
の
差
が
大
き

い
。
も
っ
と
も
設
置
率
が
高

い
の
が
東
京
８８
・
３
％
で
突

出
し
、
以
下
が
大
き
く
差
が

つ
い
て
山
形
４９
・
５
％
、
大

阪
４２
・
１
％
、
栃
木
４１
・
０

％
、
兵
庫
３４
・
２
％
な
ど
で

平
均
を
上
回
っ
た
の
は
他
に

千
葉
２９
・
９
％
、
奈
良
２２
・

６
％
、
愛
知
２０
・
６
％
、
静

岡
２０
・
５
％
、
埼
玉
１９
・
８

％
、
群
馬
１８
・
９
％
の
１１
都

府
県
し
か
な
か
っ
た
。

一
方
で
最
少
の
長
崎
０
・

４
％
を
は
じ
め
、
富
山
０
・

６
％
、
佐
賀
０
・
７
％
、
鹿

児
島
１
・
２
％
、
福
井
１
・

３
％
、
福
島
・
石
川
が
１
・

５
％
、
秋
田
１
・
７
％
、
岩

手
１
・
９
％
な
ど
２
％
に
満

た
な
か
っ
た
の
は
９
県
に
上

っ
た
。

公
立
小
中
学
校
の
冷
房
設

備
の
設
置
状
況
の
推
移
を
み

る
と
、
普
通
教
室
で
は
２
０

１
１
年
か
ら
１８
年
ま
で
の
８

年
間
で
、
設
置
率
は
約
２０
％

か
ら
６０
％
へ
と
緩
や
か
に
上

昇
。
し
か
し
１８
年
７
月
、
校

外
学
習
で
徒
歩
で
公
園
に
行

っ
た
小
学
１
年
児
童
が
教
室

に
帰
着
後
、
熱
中
症
を
発
症

し
て
死
亡
し
た
事
故
を
受
け

て
文
科
省
の
「
ブ
ロ
ッ
ク
塀

・
冷
房
設
備
対
応
臨
時
特
例

交
付
金
」
（
２
０
１
８
年
度

補
正
予
算
）
の
措
置
が
と
ら

れ
、
翌
年
の
１９
年
は
７８
・
４

％
、
２０
年
に
９３
・
０
％
で
早

く
も
９
割
台
に
到
達
。
そ
れ

以
降
、
２
年
後
の
２２
年
は
９５

・
７
％
、
２４
年
に
９９
・
１
％

な
ど
落
ち
着
い
た
増
加
と
な

っ
て
い
る
。

国
連
の
グ
テ
ー
レ
ス
事
務
総
長
は
「
地
球
沸
騰
の
時
代
が
到
来
し
た
」
と
警
告
し
た

が
、
文
部
科
学
省
が
公
表
し
た
今
年
９
月
時
点
の
公
立
学
校
普
通
教
室
の
空
調
（
冷

房
）
設
備
設
置
状
況
は
特
別
支
援
学
校
が
１
０
０
％
に
達
し
た
の
を
は
じ
め
、
高
等
学

校
９９
・
４
％
、
幼
稚
園
９９
・
３
％
、
小
中
学
校
９９
・
１
％
な
ど
９９
％
以
上
を
達
成
し
て

い
る
。
し
か
し
災
害
時
の
地
域
住
民
の
避
難
場
所
と
な
る
体
育
館
の
空
調
は
、
小
中
学

校
は
１８
・
９
％
（
災
害
時
協
定
で
外
部
か
ら
の
提
供
可
能
な
数
値
を
含
め
て
２９
・
０

％
）
で
設
置
の
遅
れ
が
目
に
つ
く
。

【
給
食
調
理
場
の
空
調
設
置
状
況
は
５
面
】

学校保健・学校安全特集……………………………２・３面
学校安全には、地域に開かれた学校による保護者や地域
の関係機関の連携が欠かせない。文科省が制作・リニュー
アルした「登下校見守り活動ハンドブック」は、誰でも無
理なくできる見守り活動の始め方、チェックポイント、対
処方法などを実際の活動に即した内容だ。

食育・学校給食特集…………………………………４・５面
学校給食には、おいしく安心安全な食事であることをは
じめ多くの課題が求められている。課題解決の１つとして
弊紙は冷凍食品の活用を提案する「学校給食セミナー」を
８月２３日、日本冷凍食品協会との共催で実施した。

学校図書館……………………………………………６・７面
「読書バリアフリー法」が施行されて５年だが、みんな
が自分事とするための環境づくりに焦点を当て、自治体や
団体、学校・公共図書館等の取組を紹介。専修大学・野口
武悟教授は「難しく考えず、まずは自分で体験すること」
が大切だと語る。公共図書館、学校図書館の「りんごの
棚」も紹介する。

入札・落札情報……………………………………………７面
福岡県春日市が全市立小１２校、中６校の学校図書館を支
援するため、中学校図書館への支援員の配置などを実施す
る事業者の公募型プロポーザルを公示した。他に福島県郡
山市の新給食センター設置に伴う公募情報など。

２
０
２
４
年
度
全
国
学
校

保
健
・
安
全
研
究
大
会
が

「
生
涯
を
通
じ
て
、
心
豊
か

に
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を

育
む
健
康
教
育
の
推
進
〜
主

体
的
に
健
康
課
題
の
解
決
に

取
り
組
み
、
学
び
を
現
在
か

ら
未
来
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
る
子
供
の
育
成
〜
」
を

テ
ー
マ
に
１１
月
７
・
８
日
、

宮
崎
市
で
開
催
さ
れ
る
。
文

部
科
学
省
、
日
本
学
校
保
健

会
他
主
催
。

初
日
の
全
体
会
で
は
文
部

科
学
大
臣
表
彰
、
記
念
講
演

等
が
行
わ
れ
、
２
日
目
は
課

題
別
研
究
協
議
会
で
、
１０
課

題
に
つ
い
て
課
題
別
研
究
発

表
、
研
究
協
議
、
指
導
助
言

及
び
講
義
が
行
わ
れ
る
。

【
被
表
彰
者
は
２
面
の
掲

載
】記

念
講
演
は
「
子
供
の
身

体
活
動
・
運
動
の
現
代
的
課

題
と
解
決
策
〜
今
、学
校
・
地

域
・
社
会
が
や
る
べ
き
こ
と

は
何
か
？
〜
」
の
演
題
で
講

師
は
東
京
大
学
大
学
院
講
師

・
鎌
田
真
光
氏
。
２
日
目
分

科
会
と
課
題
は
次
の
通
り
。

第
１
課
題
＝
学
校
経
営
と

保
健
組
織
活
動
「
心
豊
か
に

た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
育

む
た
め
の
特
色
あ
る
学
校
経

営
と
組
織
活
動
の
進
め
方
」

▽
第
２
課
題
＝
保
健
管
理

「
生
涯
を
通
じ
て
健
康
の
保

持
増
進
を
目
指
す
学
校
、
家

庭
及
び
地
域
と
の
連
携
を
図

っ
た
保
健
管
理
の
進
め
方
」

▽
第
３
課
題
＝
心
の
健
康

「
豊
か
な
人
間
性
と
社
会
性

を
育
み
、
心
の
健
康
の
保
持

増
進
を
目
指
す
教
育
の
進
め

方
」
▽
第
４
課
題
＝
現
代
的

健
康
課
題
「
多
様
化
す
る
現

代
的
健
康
課
題
に
適
切
に
対

応
す
る
た
め
の
保
健
活
動
の

進
め
方
▽
第
５
課
題
＝
歯
・

口
の
健
康
づ
く
り
「
生
涯
に

わ
た
る
健
康
管
理
の
基
盤
と

な
る
歯
・
口
の
健
康
づ
く
り

の
進
め
方
」
▽
第
６
課
題
＝

学
校
環
境
衛
生
「
快
適
な
学

校
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
学

校
環
境
衛
生
活
動
の
進
め

方
」
▽
第
７
課
題
＝
喫
煙
、

飲
酒
、薬
物
乱
用
防
止
教
育

「
安
全
で
豊
か
な
社
会
と
健

康
を
守
り
育
て
る
た
め
の
喫

煙
、
飲
酒
、
薬
物
乱
用
防
止

教
育
の
進
め
方
」
▽
第
８
課

題
＝
学
校
事
故
防
止
対
策

「
事
件
や
事
故
、災
害
を
未
然

に
防
ぐ
事
前
の
危
機
管
理
や

発
生
時
の
適
切
な
対
応
に
つ

い
て
」
▽
第
９
課
題
＝
教
科

等
に
お
け
る
安
全
教
育
「
発

達
の
段
階
に
応
じ
た
効
果
的

な
安
全
教
育
に
つ
い
て
」
▽

第
１０
課
題
＝
関
係
機
関
等
と

の
連
携
に
よ
る
安
全
の
体
制

整
備
「
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
連
携
し
た
効
果
的
な
安
全

体
制
整
備
の
在
り
方
と
通
学

路
に
お
け
る
安
全
確
保
の
方

策
に
つ
い
て
」

「
食
育
」
の
必
要
性
を
提

唱
し
食
育
基
本
法
制
定
に
貢

献
し
た
服
部
学
園
理
事
長
・

服
部
栄
養
専
門
学
校
校
長
の

服
部
幸
應
氏
が
、
４
日
、
同

料
理
学
校
で
倒
れ
、
搬
送
さ

れ
た
都
内
の
病
院
で
亡
く
な

っ
た
。
急
性
心
不
全
で
７８
歳

だ
っ
た
。
同
校
は
１２
月
１３
日

㈮
、
東
京
の
芝
・
増
上
寺
で

「
学
校
葬
」
を
開
催
す
る
。

服
部
氏
は
本
名
・
染
谷
幸

彦（
そ
め
や
ゆ
き
ひ
こ
）。
服

部
学
園
創
立
者
・
服
部
道
政

の
子
と
し
て
１
９
４
５
年
１２

月
、東
京
で
誕
生
。７０
年
、
立

教
大
学
社
会
学
部
を
卒
業
。

第
３
代
・
同
学
園
理
事
長
、

校
長
。
（
公
社
）
全
国
調
理

師
養
成
施
設
協
会
会
長
、
特

定
非
営
利
活
動
法
人
Ｎ
Ｐ
Ｏ

日
本
食
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
協
会
理
事
長
、
（
一
社
）

全
日
本
・
食
学
会
理
事
他
多

数
の
公
職
を
務
め
た
。

旺
盛
な
探
究
心
と
好
奇
心

で
年
齢
を
超
え
て
学
び
続

け
、
５０
歳
を
過
ぎ
て
昭
和
大

学
医
学
部
博
士
課
程
学
位
を

取
得
す
る
な
ど
、
自
身
が
提

唱
す
る
食
育
の
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
を
追
究
し
た
。

料
理
学
校
長
と
し
て
多
数

の
調
理
・
食
品
関
係
者
を
育

て
た
ほ
か
、
テ
レ
ビ
の
番
組

企
画
・
監
修
等
で
活
躍
。
日

本
の
食
事
情
の
変
化
に
早
く

か
ら
警
鐘
を
鳴
ら
し
続
け
、

今
日
の
「
食
育
」
や
「
食
育

基
本
法
」
の
成
立
と
定
着
に

尽
力
し
た
。

藍
綬
褒
章
、
旭
日
小
綬
章

を
受
章
。
フ
ラ
ン
ス
か
ら
は

国
家
功
労
勲
章
シ
ュ
ヴ
ァ
リ

エ
や
農
事
功
労
章
オ
フ
ィ
シ

エ
、
レ
ジ
オ
ン
・
ド
ヌ
ー
ル

勲
章
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
が
授
与

さ
れ
て
い
る
。

【
８
面
に
関
連
記
事
】

指
導
の
準
備
や
評
価
と
い

っ
た
校
務
な
ど
に
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
す
る
能
力
」
や
、
授

業
に
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て

指
導
す
る
能
力
」
な
ど
、
教

員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
は

前
年
度
よ
り
向
上
し
て
い
る

こ
と
が
、
文
部
科
学
省
が
先

ご
ろ
公
表
し
た
２
０
２
３
年

度
「
学
校
に
お
け
る
教
育
の

情
報
化
の
実
態
等
に
関
す
る

調
査
結
果
」
（
２
０
２
４
年

３
月
１
日
現
在
）
で
明
ら
か

に
な
っ
た
。

調
査
は
初
等
中
等
教
育
の

情
報
化
の
実
態
を
把
握
す
る

目
的
で
毎
年
３
月
実
施
。
教

員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
や

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

状
況
を
調
査
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

指
導
力
調
査
は
公
立
学
校
の

全
教
員
が
対
象
で
、
各
項
目

に
教
員
が
自
己
評
価
す
る
形

式
で
実
施
。
「
教
材
研
究
・

指
導
の
準
備
・
評
価
・
校
務

な
ど
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る

能
力
」
、
「
授
業
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
て
指
導
す
る
能

力
」
、
「
児
童
生
徒
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
を
指
導
す
る
能

力
」
、
「
情
報
活
用
の
基
盤

と
な
る
知
識
や
態
度
に
つ
い

て
指
導
す
る
能
力
」
と
い
う

４
項
目
に
つ
い
て
、
更
に
各

項
目
４
つ
の
具
体
事
例
を
示

し
て
評
価
し
た
と
こ
ろ
、
い

ず
れ
も
前
年
を
上
回
っ
た
。

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
能

力
」
は
平
均
８９
・
６
％
で
前

年
度
８８
・
５
％
を
１
・
１
㌽

上
回
っ
た
。
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
て
指
導
す
る
能
力
」
は

８０
・
４
％
で
、
前
年
度
７８
・

１
％
よ
り
大
き
く
２
・
３
㌽

上
回
っ
た
。
「
児
童
生
徒
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
指
導
す
る
能

力
」
は
平
均
８１
・
６
％
で
、

前
年
７９
・
６
％
よ
り
２
・
０

㌽
上
回
っ
た
。
「
情
報
活
用

の
知
識
や
態
度
に
つ
い
て
指

導
す
る
能
力
」
は
平
均
８８
・

１
％
で
前
年
８６
・
９
％
よ
り

１
・
２
㌽
上
回
っ
た
。

常
に
時
代
の
先

を
見
て
警
告
を
発

し
な
が
ら
、
ユ
ー

モ
ア
と
気
づ
か
い

を
忘
れ
な
い
人
だ

っ
た
▼
服
部
幸
應

氏
の
訃
報
に
接
し
た
時
、
脳

裏
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
３０
年

以
上
前
の
取
材
で
始
め
て
談

話
を
収
録
し
た
場
面
。
「
喫

茶
店
で
出
て
く
る
ス
テ
ィ
ッ

ク
シ
ュ
ガ
ー
の
砂
糖
は
何
㌘

か
知
っ
て
い
る
？
」
と
急
に

尋
ね
ら
れ
戸
惑
う
記
者
に

「
特
に
男
性
ほ
ど
自
分
の
口

に
入
れ
る
も
の
に
関
心
が
薄

い
。
問
題
だ
よ
」
と
い
た
ず

ら
っ
ぽ
く
笑
っ
た
▼
ま
た
別

の
取
材
で
は
「
今
の
日
本
は

�
お
袋
の
味
�
が
（
パ
ッ
ク

食
品
の
）
�
袋
の
味
�
に
な

っ
て
い
る
」
と
食
生
活
の
変

化
に
皮
肉
を
込
め
て
表
現
し

て
語
っ
た
▼
文
部
科
学
省
や

農
林
水
産
省
な
ど
の
食
文
化

や
食
育
な
ど
に
関
す
る
多
く

の
専
門
家
会
議
で
委
員
会
を

務
め
た
が
、
「
食
育
」
の
英

訳
は
「
Ｅ
ａ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
Ｅ
ｄ

ｕ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
で
あ
っ

て
「
Ｆ
ｏ
ｏ
ｄ
Ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
で
は
な
い
と
訴

え
た
。
「
�
食
べ
る
こ
と
�

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
」
だ
と

言
う
▼
「
食
育
」
の
目
的
の

第
一
は
「
家
族
が
食
卓
を
囲

ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
学
ぶ
し
つ

け
や
文
化
」
で
あ
り
、
共
食

に
よ
り
受
け
継
が
れ
る
べ
き

歴
史
や
文
化
が
失
わ
れ
る
こ

と
に
警
告
を
発
し
て
い
た
。

振
り
返
る
と
古
く
て
新
し
い

課
題
ば
か
り
が
目
に
つ
く
。

公立学校の空調（冷房）設置状況
学 校 種 室の種類 設置率（％） 前回設置率

小中学校

普通教室 99．1 95．7
特別教室 66．9 61．4

体 育 館
18．9 11．9
29．0 22．0

幼 稚 園

保 育 室 99．3 97．6
特別教室 86．0 83．0

体 育 館
87．7 84．8
88．0 85．0

高等学校

普通教室 99．4 94．1
特別教室 58．4 53．0

体 育 館
14．0 8．1
19．8 11．1

特別支援
学 校

普通教室 100．0 95．7
特別教室 90．5 87．7

体 育 館
40．8 28．9
44．5 31．1

注：体育館下段の数値は災害時の協定で外部からの空調調達が可能な
室数を含んだ割合
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家庭教育

教育旅行

学校経営
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●●●●●●●●●

教育改革

食 育

●●●●●●●●●
●●●●●●●●●
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小中学校
普通教室冷房９９．１％に小小中中学学校校
普普通通教教室室冷房９９．１％に

小
中
学
校
体
育
館
は
１９
％

設
置
率
に
地
方
差
が
大
き
く
反
映

全
国
学
校
保
健
・
安
全
研
究
大
会

１１
月
７
・
８
日
宮
崎
市
で

教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
指
導
力

前
年
を
２.３
㌽
増
加

スポーツ庁

持久走（１５００ｍ）の年次推移（男子）

男
子
の
体
力
低
下
傾
向
に

服部幸應氏が死去

「食育基本法」や
「食育」成立に貢献

服部幸應氏

ピ
ー
ク
は
男
子
高
校
、女
子
中
学

（１） ２０２４年（令和６年）１０月２１日（月曜日）

創刊 昭和３６年７月 Ⓒ教育家庭新聞社 １部 ４８０円

発行所＝〒111-0053東京都台東区浅草橋3-1-8
T E L：０３（３８６４）８２４１㈹
F A X：０３（３８６４）８２４５
郵便振替口座 １３０９ー５３６９３

kks＠kknews.co.jp

https://www.kknews.co.jp/

☎０３（３８６４）８２４１ Eメール

教育家庭新聞社
購 読 申 込 み

ホームページ


